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入　　　札　　　説　　　明　　　書

案件名　　　　令和７年度県有PR車両保管管理及び運行等業務



Ⅰ  入札説明書

　 この入札説明書は、 本件調達に関し、 関係法令及び本件調達に係る公告に定めるものの
ほか、一般競争入札に参加する者（以下「入札参加者」という。）が熟知し、 かつ遵守しなけれ
ばならない事項を明らかにする。

（１）業務名
      令和７年度県有PR車両保管管理及び運行等業務
（２）業務の内容
      令和７年度県有PR車両保管管理及び運行等業務委託仕様書（以下「仕様書」という。）による。
（３）業務委託期間
      令和７年４月１日から令和８年３月３１日まで
（４）その他
      県の令和７年度予算の成立及び国交付金の交付決定がなされなかった場合又は減額と
　　なった場合には、本事業の全部又は一部を実施しない場合がある。

２  入札参加者に必要な資格及び資格審査の申請等について

（１）必要な資格
      ①  地方自治法施行令第１６７条の４の規定に該当しない者
      ②  物品の購入等の契約に係る一般競争入札及び指名競争入札参加資格要綱（昭和５６年
        徳島県告示第２６号）第４条第１項の規定による審査により資格を有すると認められた者
      ③  ②の審査により資格を有すると認められた者で、『運送』の営業種目で登録されているもの。
      ④　徳島県内に本社又は営業所等を有する者であること。
      ⑤  入札しようとする物品等の仕様が、仕様書に示した特質等に適合するものであることを証
         明する書類（以下「応札仕様書等」という。）を県の指定する様式により、 ５に示す提出期限
         までに提出場所へ持参し、審査の結果「適合」と認められた者
      ⑥  徳島県物品購入等に係る指名停止等措置要綱に基づく指名停止の措置を受けていない
         者
      ⑦　徳島県暴力団排除措置要綱に基づく排除措置を受けていない者

（２）資格審査の申請の方法
   ２の（１）の②において、資格を有していない者は、 一般競争入札参加資格申請書（様式第１号、
この様式については徳島県ホームページからダウンロードするか、 管財課において配布されている
ものを使用すること。）に必要書類を添付して５に示す応札仕様書の提出期限までに管財課へ持参　
又は郵送により申請しなければならない。（申請内容について審査を担当する職員から説明を求め
られた場合はこれに応ずるものとする。）資格審査の結果については、申請者へ通知が行われる。

　参加資格申請書の提出場所
     徳島市万代町１丁目１番地  徳島県庁４階
     徳島県企画総務部管財課  調度担当
     電話            ０８８－６２１－２０６７
     ファクシミリ    ０８８－６２１－２８２８
     電子メールアドレス  kanzaika_eshinsei@mail.pref.tokushima.lg.jp

１  入札に付する事項
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                      仕　様　書　に　関　す　る　質　問　書

                                                                                       令和      年      月     日

業務名：  令和７年度県有PR車両保管管理及び運行等業務

商号又は名称

連絡先

ファクシミリ

E-mail

質　問　項　目

内　　　　　　容
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令和  年  月  日  

 

徳島県知事 後藤田 正純 殿 

 

住 所 

名称又は商号 

代表者氏名 

 

 

 

応 札 仕 様 書 

 

 

 令和７年度県有 PR 車両保管管理及び運行等業務の入札に参加を希望しますので、下記の書類

を提出します。なお、提出書類の記載内容については、事実と相違ないことを誓約します。 

 

 

 

 添付する書類一覧 

 1 会社概要に関する書類（パンフレット等）  1 部 

 2 業務実施体制図  1 部 

 3 PR 車両保管場所がわかる資料  1 部 

 

 

【 注 意 】 

◎ 令和７年度県有 PR 車両保管管理及び運行等業務の条件付き一般競争入札参加資格の審査

に当たっては，次の「応札仕様書」を提出しなければなりません。 

 



保管管理業務

(A)×(B)金額（円）

大型車両 12 ヶ月 ／月

中型車両 12 ヶ月 ／月

大型車両 1 年 ／年

中型車両 1 年 ／年

大型車両運行業務

（A）×（B）金額（円）

運転手賃金 15 日 ／日

宿泊等経費 2 日 ／日

車中泊経費 1 回 ／回

諸経費 15 日 ／日

船舶片道利用費（徳島-東京） 2 回 ／回

トラック一時保管経費 2 回 ／回

帰着時トラック洗車経費 12 回 ／回

燃料費（搬送） 2,080 km ／km

燃料費（発電機） 72 時間 ／時間

タイヤ交換 20 本 ／本

給排水タンク内清掃 12 回 ／回

エアコン清掃 1 回 ／回

キッチン周り清掃 12 回 ／回

床面清掃 12 回 ／回

照明清掃 1 回 ／回

換気扇清掃 1 回 ／回

壁面等清掃 12 回 ／回

廃油処理 1 回 ／回

防虫処理 1 回 ／回

清掃補助 12 回 ／回

運
行
業
務

保管管理料

自動車任意保険料

合　計

項目 （A）予定数量 （B)単価（円）

入　札　書

(A)予定数量 (B)単価（円）

合　計

運
行
業
務
等

清
掃
業
務

項目
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中型車両運行業務

（A）×（B）金額（円）

運転手賃金 45 日 ／日

宿泊等経費 6 日 ／日

車中泊経費 2 回 ／回

諸経費 45 日 ／日

船舶片道利用費（徳島-東京） 6 回 ／回

トラック一時保管経費 5 回 ／回

帰着時トラック洗車経費 35 回 ／回

燃料費（搬送） 5,750 km ／km

燃料費（発電機） 210 時間 ／時間

タイヤ交換 12 本 ／本

給水タンク内清掃 35 回 ／回

排水タンク内清掃 35 回 ／回

エアコン清掃 1 回 ／回

キッチン周り清掃 35 回 ／回

スチームコンベクションオーブン清掃 35 回 ／回

照明清掃 1 回 ／回

換気扇清掃 1 回 ／回

窓・サッシ清掃 1 回 ／回

廃油処理 1 回 ／回

防虫処理 1 回 ／回

清掃補助 35 回 ／回

業務名　　　令和７年度県有PR車両保管管理及び運行等業務

入札保証金　免除

上記の金額で受託したいので、徳島県契約事務規則（昭和３９年徳島県規則第３９号）により入札します。

令和  年  月     日

住　所　　  

氏　名　　  

徳島県知事　殿

項目 （A）予定数量 （B)単価（円）

合計（予定総額）（円）

運
行
業
務

運
行
業
務
等

清
掃
業
務

合計
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保管管理業務

(A)×(B)金額（円）

大型車両 12 ヶ月 \○○○○ ／月 \ ○○○○○

中型車両 12 ヶ月 \○○○○ ／月 \ ○○○○○

大型車両 1 年 \○○○○ ／年 \ ○○○○○

中型車両 1 年 \○○○○ ／年 \ ○○○○○

\ ○○○○○○○

大型車両運行業務

（A）×（B）金額（円）

運転手賃金 15 日 ／日 \ ○○○○○

宿泊等経費 2 日 ／日 \ ○○○○○

車中泊経費 1 回 ／回 \ ○○○○○

諸経費 15 日 ／日 \ ○○○○○

船舶片道利用費（徳島-東京） 2 回 ／回 \ ○○○○○

トラック一時保管経費 2 回 ／回 \ ○○○○○

帰着時トラック洗車経費 12 回 ／回 \ ○○○○○

燃料費（搬送） 2,080 km ／km \ ○○○○○

燃料費（発電機） 72 時間 ／時間 \ ○○○○○

タイヤ交換 20 本 ／本 \ ○○○○○

給排水タンク内清掃 12 回 ／回 \ ○○○○○

エアコン清掃 1 回 ／回 \ ○○○○○

キッチン周り清掃 12 回 ／回 \ ○○○○○

床面清掃 12 回 ／回 \ ○○○○○

照明清掃 1 回 ／回 \ ○○○○○

換気扇清掃 1 回 ／回 \ ○○○○○

壁面等清掃 12 回 ／回 \ ○○○○○

廃油処理 1 回 ／回 \ ○○○○○

防虫処理 1 回 ／回 \ ○○○○○

清掃補助 12 回 ／回 \ ○○○○○

\ ○○○○○○○

自動車任意保険料

入　札　書

項目 (A)予定数量 (B)単価（円）

保管管理料

合　計

項目 （A）予定数量 （B)単価（円）

運
行
業
務

運
行
業
務
等

清
掃
業
務

合　計

入札書記載例：代表者本人が入札する場合

単価，金額，合計（予定総額）

ともに，￥マークを付すこと

次の場合は無効

・鉛筆書き

・２度書き

・極端にかすれているもの

・数字が特定し難いもの

・アラビア数字でないもの

など
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中型車両運行業務

（A）×（B）金額（円）

運転手賃金 45 日 ／日 \ ○○○○○

宿泊等経費 6 日 ／日 \ ○○○○○

車中泊経費 2 回 ／回 \ ○○○○○

諸経費 45 日 ／日 \ ○○○○○

船舶片道利用費（徳島-東京） 6 回 ／回 \ ○○○○○

トラック一時保管経費 5 回 ／回 \ ○○○○○

帰着時トラック洗車経費 35 回 ／回 \ ○○○○○

燃料費（搬送） 5,750 km ／km \ ○○○○○

燃料費（発電機） 210 時間 ／時間 \ ○○○○○

タイヤ交換 12 本 ／本 \ ○○○○○

給水タンク内清掃 35 回 ／回 \ ○○○○○

排水タンク内清掃 35 回 ／回 \ ○○○○○

エアコン清掃 1 回 ／回 \ ○○○○○

キッチン周り清掃 35 回 ／回 \ ○○○○○

スチームコンベクションオーブン清掃 35 回 ／回 \ ○○○○○

照明清掃 1 回 ／回 \ ○○○○○

換気扇清掃 1 回 ／回 \ ○○○○○

窓・サッシ清掃 1 回 ／回 \ ○○○○○

廃油処理 1 回 ／回 \ ○○○○○

防虫処理 1 回 ／回 \ ○○○○○

清掃補助 35 回 ／回 \ ○○○○○

\ ○○○○○○○

業務名　　　令和７年度県有PR車両保管管理及び運行等業務

入札保証金　免除

上記の金額で受託したいので、徳島県契約事務規則（昭和３９年徳島県規則第３９号）により入札します。

令和○年○月○○日

住　所　　  徳島市万代町１丁目１番地

　          万代産業株式会社

氏　名　　  代表取締役　日本 太郎

徳島県知事　殿

合 計

入札金額（総額）（円） \○○○○○○○

項目 （A）予定数量 （B)単価（円）

運
行
業
務

運
行
業
務
等

清
掃
業
務
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保管管理業務

(A)×(B)金額（円）

大型車両 12 ヶ月 \○○○○ ／月 \ ○○○○○

中型車両 12 ヶ月 \○○○○ ／月 \ ○○○○○

大型車両 1 年 \○○○○ ／年 \ ○○○○○

中型車両 1 年 \○○○○ ／年 \ ○○○○○

\ ○○○○○○○

大型車両運行業務

（A）×（B）金額（円）

運転手賃金 15 日 ／日 \ ○○○○○

宿泊等経費 2 日 ／日 \ ○○○○○

車中泊経費 1 回 ／回 \ ○○○○○

諸経費 15 日 ／日 \ ○○○○○

船舶片道利用費（徳島-東京） 2 回 ／回 \ ○○○○○

トラック一時保管経費 2 回 ／回 \ ○○○○○

帰着時トラック洗車経費 12 回 ／回 \ ○○○○○

燃料費（搬送） 2,080 km ／km \ ○○○○○

燃料費（発電機） 72 時間 ／時間 \ ○○○○○

タイヤ交換 20 本 ／本 \ ○○○○○

給排水タンク内清掃 12 回 ／回 \ ○○○○○

エアコン清掃 1 回 ／回 \ ○○○○○

キッチン周り清掃 12 回 ／回 \ ○○○○○

床面清掃 12 回 ／回 \ ○○○○○

照明清掃 1 回 ／回 \ ○○○○○

換気扇清掃 1 回 ／回 \ ○○○○○

壁面等清掃 12 回 ／回 \ ○○○○○

廃油処理 1 回 ／回 \ ○○○○○

防虫処理 1 回 ／回 \ ○○○○○

清掃補助 12 回 ／回 \ ○○○○○

\ ○○○○○○○

自動車任意保険料

入　札　書

項目 (A)予定数量 (B)単価（円）

保管管理料

合　計

項目 （A）予定数量 （B)単価（円）

運
行
業
務

運
行
業
務
等

清
掃
業
務

合　計

単価，金額，合計（予定総額）

ともに，￥マークを付すこと

次の場合は無効

・鉛筆書き

・２度書き

・極端にかすれているもの

・数字が特定し難いもの

・アラビア数字でないもの

など

入札書記載例：代理人が入札する場合
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中型車両運行業務

（A）×（B）金額（円）

運転手賃金 45 日 ／日 \ ○○○○○

宿泊等経費 6 日 ／日 \ ○○○○○

車中泊経費 2 回 ／回 \ ○○○○○

諸経費 45 日 ／日 \ ○○○○○

船舶片道利用費（徳島-東京） 6 回 ／回 \ ○○○○○

トラック一時保管経費 5 回 ／回 \ ○○○○○

帰着時トラック洗車経費 35 回 ／回 \ ○○○○○

燃料費（搬送） 5,750 km ／km \ ○○○○○

燃料費（発電機） 210 時間 ／時間 \ ○○○○○

タイヤ交換 12 本 ／本 \ ○○○○○

給水タンク内清掃 35 回 ／回 \ ○○○○○

排水タンク内清掃 35 回 ／回 \ ○○○○○

エアコン清掃 1 回 ／回 \ ○○○○○

キッチン周り清掃 35 回 ／回 \ ○○○○○

スチームコンベクションオーブン清掃 35 回 ／回 \ ○○○○○

照明清掃 1 回 ／回 \ ○○○○○

換気扇清掃 1 回 ／回 \ ○○○○○

窓・サッシ清掃 1 回 ／回 \ ○○○○○

廃油処理 1 回 ／回 \ ○○○○○

防虫処理 1 回 ／回 \ ○○○○○

清掃補助 35 回 ／回 \ ○○○○○

\ ○○○○○○○

業務名　　　令和７年度県有PR車両保管管理及び運行等業務

入札保証金　免除

上記の金額で受託したいので、徳島県契約事務規則（昭和３９年徳島県規則第３９号）により入札します。

令和○年○月○○日

住　所　　  徳島市万代町１丁目１番地

　          万代産業株式会社

氏　名　　  代表取締役　日本　太郎

徳島県知事　殿

代 理 人

  住　所　　  徳島市万代町１丁目１番地

  氏　名　　  徳島　次郎

合 計

入札金額（総額）（円） \○○○○○○○

項目 （A）予定数量 （B)単価（円）

運
行
業
務

運
行
業
務
等

清
掃
業
務

住所、代表者名を記載

代理であることを明記
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                                                 令和  年  月  日 

 

 

 

 

 

 

委  任  状 

 

 

   徳島県知事  殿 

 

 

                               委任者 住所 

 

                    氏名 

 

                               受任者 住所 

 

                    氏名 

 

 

 私は、          を代理人とし徳島県が令和７年４月１日に執行す

る令和７年度県有 PR 車両保管管理及び運行等業務の入札に関する一切の権限を

委任します。 
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                                                   令和○年○月○○日 

 

 

 

 

 

 

委  任  状 

 

 

   徳島県知事  殿 

 

 

                               委任者 住所 徳島市万代町１丁目１番地 

                     万代産業株式会社 

                    氏名 代表取締役 日本 太郎 

 

                               受任者 住所 徳島市万代町１丁目１番地 

 

                    氏名 徳島 次郎 

 

 

 私は、  徳島 次郎   を代理人とし徳島県が令和７年４月１日に執行

する令和７年度県有 PR 車両保管管理及び運行等業務の入札に関する一切の権限

を委任します。 

記 載 例 
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委託契約書（案） 

 
 

 徳島県(以下「甲」という。)と○○○○（以下「乙」という。)とは、業務の委託につい

て、次のとおり契約を締結する。 
 
（委託業務の目的） 
第１条 甲は、次に掲げる業務（以下「委託業務」という。) を乙に委託し、乙は、これ

を受託する。 
（１）委 託 業 務 名   令和７年度県有ＰＲ車両保管管理及び運行等業務 

（２）委託業務の内容   別添の令和７年度県有ＰＲ車両保管管理及び運行等委託業務仕

様書（以下「仕様書」という。）のとおり 

 

（委託業務の処理） 

第２条 乙は、前条第２号に規定する仕様書に従い、委託業務を処理しなければならない。

２ 乙は、仕様書に定めのない細部の事項については、甲の指示を受けるものとする。 

 

（委託期間） 

第３条 委託期間は、令和７年４月１日から令和８年３月３１日までとする。 

 

（委託料） 

第４条 委託料は、別表１、２及び３のとおりとする。 

２ 委託料は、甲が事業の完了を確認した後、前項に定める額に実際に行った件数を乗じ

た額とする。 

 

（契約保証金） 
第５条 契約保証金は、免除する。 
 

（委託業務の調査等） 
第６条 甲は、この委託業務の処理状況について、随時に調査し、必要な報告を求めるこ

とができるとともに、委託業務の実施について必要な指示をすることができる。 
 

（委託業務の内容の変更） 
第７条 甲は、この契約締結後の事情により、委託業務の内容の全部又は一部を変更する

ことができる。この場合において、委託料、委託期間又は重要な委託業務内容を変更す

る必要があるときは、甲乙協議して書面によりこれを定めるものとする。 
 

（委託業務の完了報告） 
第８条 乙は、月ごとの委託業務完了後、速やかに甲の指示する様式による委託業務完了

報告書を甲に提出しなければならない。 
 

（検査等） 
第９条 甲は、委託業務完了報告書の提出を受けたときは、１０日以内に、乙の係員の立

会いの上、検査しなければならない。 
２ 甲は、前項に規定する検査の結果、甲の責めに帰すべき事由を除き、不適正であると

認められるときは、乙に対して、期日を指定して補正を命じることができるものとする。 
３ 乙は、前項の補正を命じられたときは、甲の指示により補正を行い、甲の再検査を受

けなければならない。 
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（委託料の支払） 
第１０条 乙は、前条第１項又は第３項に規定する検査の結果、委託業務の成果が契約内

容に適合していると認められたときは、甲に対して委託料の支払の請求をするものとす

る。 
２ 甲は、前項の適法な支払の請求があったときは、その日から起算して３０日以内に委

託料を乙に支払うものとする。 
 
（再委託等の禁止） 

第１１条 乙は、委託業務の全部又は一部の処理を第三者に委託し、又は請け負わせては 

ならない。ただし、あらかじめ、甲の書面による承諾を得た場合は、この限りでない。 

 

（権利義務の譲渡等） 

第１２条 乙は、この契約によって生じる権利若しくは義務又は契約の目的を、いかなる

方法をもってするを問わず、第三者に譲渡し、承継し、一括して下請若しくは委任し、

又は担保に供してはならない。ただし、書面により甲の承諾を得た場合、又は信用保証

協会及び中小企業信用保険法施行令（昭和２５年政令第３５０号）第１条の３に規定す

る金融機関に債権を譲渡する場合にあっては、この限りでない。 

２ 前項ただし書により、乙が売掛債権を譲渡した場合、甲の乙に対する弁済の効力は、

徳島県会計規則（昭和３９年徳島県規則第２３号）第３６条に基づき、徳島県会計管理

者が総括店又は代理総括店に支払通知を行った時点で生じるものとする。 

 

（契約解除等） 

第１３条 甲は、乙が次の各号の一に該当するときは、催告をすることなく、直ちにこの

契約を解除することができる。 

（１）乙が、委託期間内に委託業務を完了する見込みがないと明らかに認められるとき。 

（２）乙が、正当な理由がなく契約を履行しないとき。 

（３）契約の締結又は履行について不正の行為があったとき。 

（４）契約の履行に当たり甲の指示に従わなかったとき、又はその職務を妨害したとき。 

（５）契約条項に違反したとき。 

（６）乙が暴力団（暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律（平成３年法律第 

７７号）第２条第２号に規定する暴力団をいう。以下同じ。）若しくは暴力団員（同 

条第６号に規定する暴力団員をいう。以下同じ。）であるとき、又は暴力団若しくは 

暴力団員と密接な関係を有する者であるとき。 

２ 前項の規定により契約を解除した場合において甲に損害があるときは、契約金額の 

 １００分の１０に相当する額の賠償を請求することができる。 

３ 甲は、第１項の規定によりこの契約を解除した場合において、委託業務の出来形部分

のうち分割して承認しても利益があると甲が認める部分については、検査の上、当該検

査に合格した部分の承認を行い、承認した出来形部分に相応する委託料を乙に支払うも

のとする。 

４ 乙は、第１項の規定により契約を解除されたことにより生じた損害の賠償を、甲に請

求できないものとする。 

 

（損害賠償） 

第１４条 乙は、その責めに帰する理由により委託業務の実施に関し、甲又は第三者に損

害を与えたときは、その損害を賠償しなければならない。 

 

（秘密の保持） 

第１５条 乙は、委託業務の処理上知り得た秘密を他人に漏らしてはならない。 
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（目的外の使用禁止） 

第１６条 乙は、甲が指示した以外の目的のために、この委託業務に係る資料、成果品、

履行課程において得られた記録等一切の資料（以下「関係資料」という。）を使用して

はならない。 

２ 乙は、甲が別に指示する以外に成果品を複写し、又は複製してはならない。 

３ 乙は、甲の許可なくして、第三者に関係資料を閲覧させ、又は提供してはならない。 

 

（資料の保管） 

第１７条 乙は、委託業務に係る資料を適正に保管しなければならない。 

 

（個人情報の保護） 

第１８条 乙は、この契約による事務を処理するための個人情報の取扱いについては、別

記１「個人情報取扱特記事項」を守らなければならない。 

 

（管轄裁判所） 

第１９条 この契約について訴訟等が生じたときは、甲の事務所の所在地を管轄する裁判

所を第一審の裁判所とする。 

 

（疑義等の決定） 

第２０条 この契約に定めのない事項又はこの契約に関し疑義が生じたときは、甲と乙と

が協議して定めるものとする。 

 

 

 

この契約の締結を証するため、この契約書２通を作成し、甲乙両者記名押印の上、各自

その１通を保有するものとする。 
 

 

 

  令和７年○月○日 

 

 

         甲 徳島県 

            徳島県知事 後藤田 正純 

 

 

         乙 住所 

           氏名 
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別表１ 保管管理業務 
 
保管管理料金 

 
大型車両 

 
円／月 

 
中型車両 

 
円／月 

 
自動車任意保険料 

 
大型車両 

 
円／１２ヶ月 

 
中型車両 

 
円／１２ヶ月 
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別表２ 大型車両運行業務委託関係 
 （運行業務等） 
 
運転手賃金 

 
円／日 

 
宿泊等経費 

 
円／日 

 
車中泊経費 

 
円／回 

 
諸経費 

 
円／日 

 
船舶片道利用費（徳島－東京） 

 
円／回 

 
トラック一時保管経費 

 
円／回 

 
帰着時ﾄﾗｯｸ洗車経費 

 
円／回 

 
燃料費（搬送） 

 
円／ｋｍ 

 
燃料費（発電機） 

 
円／時間 

 
タイヤ交換 

 
円／本 

 
（清掃業務等） 
 
給排水タンク内清掃 

 
円／回 

 
エアコン清掃 

 
円／回 

 
キッチン周り清掃 

 
円／回 

 
床面清掃 

 
円／回 

 
照明清掃 

 
円／回 

 
換気扇清掃 

 
円／回 

 
壁面等清掃 

 
円／回 

 
廃油処理 

 
円／回 

 
防虫処理 

 
円／回 

 
清掃補助 

 
円／回 
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別表３ 中型車両運行業務委託関係 
 （運行業務等） 
 
運転手賃金 

 
円／日 

 
宿泊等経費 

 
円／日 

 
車中泊経費 

 
円／日 

 
諸経費 

 
円／日 

 
船舶片道利用費（徳島－東京） 

 
円／回 

 
トラック一時保管経費 

 
円／回 

 
帰着時ﾄﾗｯｸ洗車経費 

 
円／回 

 
燃料費（搬送） 

 
円／ｋｍ 

 
燃料費（発電機） 

 
円／時間 

 
タイヤ交換 

 
円／本 

 
（清掃業務等） 

 
給水タンク内清掃 

 
円／回 

 
排水タンク内清掃 

 
円／回 

 
エアコン清掃 

 
円／回 

 
キッチン周り清掃（床面・壁面含む） 

 
円／回 

 
ｽﾁｰﾑｺﾝﾍﾞｸｼｮﾝｵｰﾌﾞﾝ清掃 

 
円／回 

 
照明清掃 

 
円／回 

 
換気扇清掃 

 
円／回 

 
窓・サッシ清掃 

 
円／回 

 
廃油処理 

 
円／回 

 
防虫処理 

 
円／回 

 
清掃補助 

 
円／回 
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別記１ 

個人情報取扱特記事項 

 

 （基本的事項） 

第１条 乙は、個人情報（個人情報の保護に関する法律（平成１５年法律第５７号）第

２条第１項に規定する個人情報をいう。以下同じ。）の保護の重要性を認識し、この

契約による事務の実施に当たっては、個人の権利利益を侵害することのないよう、個

人情報の取扱いを適正に行わなければならない。 

 

 （秘密の保持） 

第２条 乙は、この契約による事務に関して知り得た個人情報をみだりに他人に知ら

せ、又は不当な目的に使用してはならない。この契約が終了し、又は解除された後に

おいても同様とする。 

 

 （収集の制限） 

第３条 乙は、この契約による事務を行うために個人情報を収集しようとするときは、

その事務の目的を明確にし、当該目的を達成するために必要な範囲内で、適法かつ適

正な手段により収集しなければならない。 

 

 （適正管理） 

第４条 乙は、この契約による事務に関して知り得た個人情報について、漏えい、滅失

又は毀損の防止その他の個人情報の安全な管理のために必要かつ適正な措置を講じな

ければならない。 

 

 （目的外利用及び提供の禁止） 

第５条 乙は、この契約による事務に関して知り得た個人情報を、契約の目的以外の目

的のために利用し、又は第三者に提供してはならない。ただし、甲が指示又は承諾し

たときは、この限りでない。 

 

 （複写又は複製の禁止） 

第６条 乙は、この契約による事務を行うため甲から提供を受けた個人情報が記録され

た資料等を複写し、又は複製してはならない。ただし、甲が指示又は承諾したとき

は、この限りでない。 

 

 （再委託の禁止） 

第７条 乙は、この契約による個人情報を取り扱う事務については、第三者に委託して

はならない。ただし、甲が承諾したときは、この限りでない。 

２ 乙は、前項ただし書により再委託（二以上の段階にわたる委託を含む。）するとき

は、再委託先にこの契約に基づく個人情報の取扱いに関する一切の義務と同等の義務

を負わせるとともに、再委託先の行為について再委託先と連携してその責任を負うも

のとする。 

 

 （資料等の返還又は廃棄） 

第８条 乙は、この契約による事務を行うため甲から提供を受け、又は乙自らが収集

し、若しくは作成した個人情報が記録された資料等は、この契約の終了後直ちに甲に

返還し、又は廃棄するものとする。ただし、甲が別に指示したときはその指示に従う
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ものとする。 

 

 （従事者への周知） 

第９条 乙は、この契約による事務に従事している者に対し、在職中及び退職後におい

ても当該事務に関して知り得た個人情報をみだりに他人に知らせ、又は不当な目的に

使用してはならないこと等、個人情報の保護に関し必要な事項を周知させなければな

らない。 

 

 （調査） 

第１０条 甲は、乙及び再委託先がこの契約による事務を行うに当たり、取り扱ってい

る個人情報の状況について、随時調査することができる。 

 

 （事故報告） 

第１１条 乙は、この契約に違反する事態が生じ、又は生じるおそれのあることを知っ

たときは、速やかに甲に報告し、甲の指示に従うものとする。 
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令和７年度県有ＰＲ車両保管管理及び運行等業務委託仕様書  

 

１ 委託業務名 

  令和７年度県有ＰＲ車両保管管理及び運行等業務 

 

２ 業務の目的 

 県が所有する「新鮮 なっ！とくしま」号（車台番号ＣＤ４８Ｇ－３０２０３。以下
「大型車両」という。）及び「でり･ばりキッチン 阿波ふうど号」（車台番号ＦＥＢ
７３－５６０００８。以下「中型車両」という。）（以下、２台合わせて「ＰＲ車両」
という。）の保管管理及び運行等に関する業務を受託者（以下「乙」という。）に委
託する。 

 

３ 契約期間 

 令和７年４月１日から令和８年３月３１日までとする。 

 

４ 委託する業務の内容 

（１）保管管理業務 

ア 保管管理場所 

乙は、ＰＲ車両の保管管理場所について、徳島県万代庁舎又は県関係庁舎から
直線距離で２ｋｍ以内の徳島県内に設置すること。また、ＰＲ車両から積卸しし
た車載備品等についても、保管管理場所において保管管理すること。 

イ ＰＲ車両の点検 

 ＰＲ車両の運行に必要な日常の整備点検を行い、いつでも安全で速やかな運行
ができるような状態を確保するため、次に示す点検を行うとともに、運行前点検
簿、県有車両使用簿及び運行計画等の事務整理を行うこととする。なお、車体や
設備における軽微な修理・改修については、両者が協議し、原則として委託業務
の範囲内で実施する。 

・日常点検 

・運行前点検 

・法定点検（大型車両は３か月ごと、中型車両は６か月ごと）、自動車検査登録
制度による継続検査（いわゆる車検、契約期間中に有効期限をむかえる車両の
み） 

 なお、ＰＲ車両の法定点検及び車検に要する経費のうち、税金、点検費用及
び部品代等は県が実費負担し、それ以外の経費（運行経費等）については、負
担すること。 

・事務整理（運行前点検簿、車両使用簿等） 



-26- 

 

ウ ＰＲ車両の保険 

 乙は、ＰＲ車両の自動車任意保険について、次に示す内容にて加入契約を締結
するものとし、これに要した経費を負担すること。 

・対人賠償保険    金額無制限 

・対物賠償保険    金額無制限 

・車両保険            １，４００万円（大型車両） 

２，０００万円（中型車両） 

（２）運行業務等 

 県又は令和７年度県有ＰＲ車両を活用したイベント運営業務受託者（以下「運営
業者」という。）の指示により、以下の業務を行うこと。 

ア 運行 

（ア）事前準備 

運営業者と調整し、ＰＲ車両へＰＲ資材の積み込みなどを行う。 

  （イ）運行 

安全に目的地にＰＲ車両を運行すること。なお、原則、目的地に到着する前
に給水タンクへの給水及び排水タンクの排水並びに燃料の給油を完了しておく
こととする。また、給水タンクへの給水に使用する水については、飲用水又は、
食品製造用水とする。 

  （ウ）目的地 

 ＰＲ車両を安全に駐車させるものとし、必要に応じてＰＲ車両を移動させる
ことができる体制を確保することとする。また、責任者が必要と認めた場合、
事前に現地での一時保管管理場所を確保し、ＰＲ車両を現地の一時保管管理場
所まで移動させ保管し、責任者の指示により指定された場所に移動させること
とする。 

  （エ）復路 

目的地で実施する業務が終了した場合は、乙は速やかにＰＲ車両を徳島県内
の保管管理場所まで運行し、安全に保管管理するものとする。なお、原則、保
管前に燃料の補給及び給排水タンクの排水、外装の洗車等を済ませておくこと
とする。 

  （オ）ＥＴＣカード 

有料道路の通行には、県が所有するＥＴＣカードを使用することとし、県が
指示する目的以外の使用は行わないこと。また、運行業務の期間中はＥＴＣカ
ードの管理を厳重に行うこと。（有料道路通行料は県が別途支払う。） 

イ 設営 

 ＰＲ車両が目的地に到着したときには、責任者の指示に従い、乙は指定された
位置にＰＲ車両を駐車させ、設営に係る次の業務を行うこととする。 
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  （ア）大型車両の場合 

     ・拡幅ステージの設営 

     ・安全柵及び階段ステップの設営 

     ・車体安定ジャッキ及びステージ下ジャッキの設営 

     ・ボディーウイングの開口 

     ・その他大型車両設営に付随する業務（スピーカー設置、ステージ幕及び雨 
     よけシート設営等を含む。） 

  （イ）中型車両の場合 

     ・ボディウイング、キッチンの開口 

     ・階段ステップの設置 

     ・車体安定ジャッキの設置（必要な場合） 

     ・その他中型車両設営に付随する業務（雨よけシート設営等を含む。） 

  ウ 撤収 

 目的地で実施する業務が終了した場合、乙は速やかにＰＲ車両の撤収に係る次
の業務を行うこととする。 

  （ア）大型車両の場合 

     ・拡幅ステージの格納 

     ・安全柵及び階段ステップの格納 

     ・車体安定ジャッキ及びステージ下ジャッキの格納 

     ・ボディーウイングの閉口 

     ・その他大型車両撤収に付随する業務（スピーカー、ステージ幕及び雨よけ 
     シート撤収等を含む。） 

  （イ）中型車両の場合 

     ・ボディウイングの閉口 

     ・階段ステップの格納 

     ・車体安定ジャッキの撤去・格納（必要な場合） 

     ・その他中型車両設営に付随する業務（雨よけシート撤収等を含む。） 

エ タイヤ交換 

 乙は、年間を通してＰＲ車両の安全な運行を確保するため、冬季の積雪による
路面状況を考慮し、必要に応じてノーマルタイヤとスタッドレスタイヤの交換を
行うこと。交換は委託期間中に２回とする。 

（３）清掃業務等 
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乙は、車両イベントごとに、次のうち必要な業務を実施することとする。 

  ア 給排水タンク内清掃 

  イ エアコン清掃 

  ウ 床面清掃 

  エ キッチン周り清掃 

  オ スチームコンベクションオーブン清掃（中型車両） 

  カ 照明清掃 

  キ 換気扇清掃 

  ク 壁面等清掃 

  ケ 窓･サッシ清掃 

  コ 廃油処理 

  サ 防虫処理 

  シ 清掃補助 

 

５ 運行体制 

（１）安全運行の観点から、労働基準法、道路運送車両法、道路交通法等関係法令を遵
守し、余裕を持って、業務に従事する職員の手配等をすることとする。 

（２）業務に従事する職員に対して、連絡用の携帯電話を常時携帯させ、県及び運営業
者との連絡に供するものとする。 

（３）支店、営業所や協力関係にある会社等と連携し、全国の目的地での緊急時の対応
が迅速に行える体制を確保するものとする。 

（４）県から緊急的な運行の要請があった場合は、直ちにＰＲ車両の運行が可能な体制
を確保しておくものとする。 

 

６ 運行計画書等の提出 

（１）県又は運営業者が指示する、運行業務の順序を定めた行程をもとに、この仕様に
基づく業務を行うために必要な運行計画書を車両イベントごとに作成し、イベント
実施前日までに県及び運営業者に提出するものとする。 

（２）乙は、運行計画書の業務を行うために必要な経費について、項目ごとの積算額を
記載した経費積算書（以下「積算書」という。）を県に提出するものとする。 

（３）県は、提出された実施計画書に対して、乙に変更の指示をすることができる。 

（４）乙は、実施計画書どおり業務が遂行できないことが判明した場合は、直ちにその
事由及び状況を県に報告し、県の指示を受け、適正な措置を講ずるものとする。 
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（５）毎月の実施業務について、車両イベントごとに実施内容等を記載した事業実施報 
  告書を翌月末までに県へ提出することとする。 

 

７ 業務の引継ぎ等 

  委託契約期間満了後、新受託者へ業務を引き継ぐために必要な経費は、乙の負担と 
 する。 

 

８ その他留意事項 

（１）乙は、この仕様の運行業務に対して交通事故等が発生したときは、直ちにその状 
  況を県に報告するとともに、速やかに事故等の処理を行い、かつ、これに伴う一切 
  の費用を乙が負担すること。 

（２）この仕様書に明記されていない疑義が生じた場合には、県と協議して決定するも 
  のとする。 
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参考資料一覧 

 

  業務を実施するに当たり、以下の資料、様式を参考とすること。 

 

（１） 別紙１－１   大型車両 保管管理業務・運行業務等・清掃業務等 

（２） 別紙１－２   中型車両 保管管理業務・運行業務等・清掃業務等 

（３） 別紙２－１   大型車両 説明資料（名称：「新鮮 なっ！とくしま」号） 

（４） 別紙２－２   中型車両 説明資料（名称：でり･ばりキッチン阿波ふうど号） 

（５） 別紙３－１   大型車両 備品リスト 

（６） 別紙３－２   中型車両 備品リスト 

（７） 別紙４     運行前点検表（点検整備記録簿） 

（８） 別紙５     県有車両使用簿 

（９） 別紙６－１   大型車両 清掃関係業務実施簿 

（１０）別紙６－２  中型車両 清掃関係業務実施簿 

（１１）別紙７    ＰＲ車両 事業実施行程表 

 



（別紙１－１）　大型車両　保管管理業務・運行業務等・清掃業務等

摘　　　　　要 備　　考

1 保管管理業務

(1) 保管管理料

・車両を風雨等にさらされない倉庫等に屋内保管するとともに、車両から積み降ろした車
載備品等を保管管理すること。
・日常整備点検、運行前点検等を行い、いつでも安全な運行ができる状態を確保するこ
と。3ヶ月ごとの法定定期点検にかかる搬送経費を含む。（法定定期点検にかかる経費
は、県が別に支払うので見積に含めないこと。）
・車両占有面積　12m×7m
・車載備品・消耗品占有面積　8m×10m

12 ヵ月

(2) 自動車任意保険料

車両の自動車任意保険加入契約を締結に係る費用
・対人賠償保険　　　金額無制限
・対物賠償保険　　　金額無制限
・車両保険　　　　　　1,400万円

1 件

2 運行業務等

・運行業務を行う前には、点検を行い、運行前点検表（別紙2）を整理すること。
・帰着時には、県有車両使用簿（別紙3）を整理すること。
・給水タンクへの給水及び排水タンクからの排水を実施すること。
・現地業務(午前8時設営開始、午後5時撤収完了）
・発電機は大型車両展開中(午前9時から午後4時）稼働

(1) 運転手賃金
運転手の労働に係る経費（1日の労働時間を8時間とし算定すること。）
車両の展開作業を行える者とすること。

15 日

(2) 宿泊等経費 運転手が現地で宿泊等に要する経費 2 日

(3) 車中泊経費 運転手が長距離移動で車中泊に要する経費 1 回

(4) 諸経費 上記以外のその他の経費（点検、展開場所における設置・撤収等含む） 15 日

(5) 船舶片道利用費 車両及び運転手の船舶利用に要する経費（徳島-東京間） 2 回

(6) トラック一時保管経費 車両を現地で一時保管管理するのに必要な経費 2 回

(7) 帰着時トラック洗車経費 県内保管場所へ帰着時に車両ボディー等を洗車するのに要する経費 12 回

(8) 燃料費（搬送） 1km走行するのに要する燃料費 2,080 km

(9) 燃料費（発電機） 発電機を1時間稼働させるための燃料費（燃料消費量：9.43リットル／時間） 72 時間

(10) タイヤ交換作業経費
ノーマルタイヤからスタッドレスタイヤへの交換（又はその逆）に要する経費
（10本×2回）

20 本

3 清掃業務等 清掃業務を行うときは、清掃関係業務実施簿（別紙5-1）を整理すること

(1) 給排水タンク内清掃
薬剤で汚れ分解、殺菌処理すること。給水タンクには飲料水を貯水するため、使用薬剤
及び薬剤の残留には特段の注意を払うこと。

12 回

(2) エアコン清掃
薬剤により汚れを除去すること。なお、薬剤の使用にあたっては、食品を扱う場所である
ということを前提に、安全な物を使用すること。

1 回

(3) キッチン周り清掃
薬剤で汚れ分解、殺菌処理すること。なお、薬剤の使用にあたっては、食品を扱う場所
であるということを前提に、安全な物を使用すること。

12 回

(4) 床面清掃
薬剤により汚れを除去すること。なお、薬剤の使用にあたっては、食品を扱う場所である
ということを前提に、安全な物を使用すること。

12 回

(5) 照明清掃
薬剤により汚れを除去すること。なお、薬剤の使用にあたっては、食品を扱う場所である
ということを前提に、安全な物を使用すること。

1 回

(6) 換気扇清掃
薬剤により汚れを除去すること。なお、薬剤の使用にあたっては、食品を扱う場所である
ということを前提に、安全な物を使用すること。

1 回

(7) 壁面等清掃
薬剤により汚れを除去すること。なお、薬剤の使用にあたっては、食品を扱う場所である
ということを前提に、安全な物を使用すること。

12 回

(8) 廃油処理 運行業務終了後に出された、廃油(天ぷら油）の処理を行うこと。 1 回

(9) 防虫処理
薬剤により処理すること。なお、薬剤の使用にあたっては、食品を扱う場所であるという
ことを前提に、安全な物を使用すること。

1 回

(10) 清掃補助 運行業務終了後、清掃業務を行う際の車載備品等の積み降ろし作業を行う。 12 回

　注意事項、その他
・各搬送業務について、車両保管場所を出発地及び帰着地とする行程表を作成し、管理すること。

・本表に掲げる業務回数や数量は、実際の業務委託においては、変更することがある。

名　　　　称 数量

4月～翌3月

出動予定数量

　①大阪府への搬送　　　３回
　②愛知県への搬送　　　１回
　③東京都への搬送　　　１回
　④徳島県内への搬送　　７回
　　計　　　　　　　　１２回

上記のうち、運営業者を伴わない
出動予定数量（民間貸出し等）

　①大阪府への搬送　　　１回
　②愛知県への搬送　　　０回
　③東京都への搬送　　　１回
　④徳島県内への搬送　　２回
　　計　　　　　　　　　４回

4月～翌3月

4月～翌3月



（別紙１－２）　中型車両　保管管理業務・運行業務等・清掃業務等

摘　　　　　要 備　　考

1 保管管理業務

(1) 保管管理料

車両を風雨等にさらされない倉庫等に屋内保管すること。
・日常整備点検、運行前点検等を行い、いつでも安全な運行ができる状態を確保するこ
と。６月ごとの法定定期点検にかかる搬送経費を含む。（法定定期点検にかかる経費
は、県が別に支払うので見積に含めないこと。）
・車両占有面積　全長約6.9m×全幅約2.2m×高さ約3.3ｍ
・タイヤ6本（ノーマルタイヤ又はスタッドレスタイヤ）

12 ヵ月

(2) 自動車任意保険料

車両の自動車任意保険加入契約を締結に係る費用
・対人賠償保険　　　金額無制限
・対物賠償保険　　　金額無制限
・車両保険　　　　　　 2,000万円

1 件

2 運行業務等

・運行業務を行う前には、点検を行い、運行前点検表（別紙2）を整理すること。
・帰着時には、県有車両使用簿（別紙3）を整理すること。
・給水タンクへの給水及び排水タンクからの排水を実施すること。
・現地業務(午前8時設営開始、午後5時撤収完了）
・発電機は中型車両展開中(午前9時から午後4時）稼働

(1) 運転手賃金
運転手の労働に係る経費（1日の労働時間を8時間とし算定すること。）
車両の展開作業を行える者とすること。

45 日

(2) 宿泊等経費 運転手が現地で宿泊等に要する経費 6 日

(3) 車中泊経費 運転手が長距離移動で車中泊に要する経費 2 回

(4) 諸経費 上記以外のその他の経費（点検、展開場所における設置・撤収等含む） 45 日

(5) 船舶片道利用費 車両及び運転手の船舶利用に要する経費（徳島-東京間） 6 回

(6) トラック一時保管経費 車両を現地で一時保管管理するのに必要な経費 5 回

(7) 帰着時トラック洗車経費 県内保管場所へ帰着時に車両ボディー等を洗車するのに要する経費 35 回

(8) 燃料費（搬送） 1km走行するのに要する燃料費（カタログ値燃費　12.8km／L） 5,750 km

(9) 燃料費（発電機） 発電機を1時間稼働させるための燃料費（燃料消費量：2リットル／時間） 210 時間

(10) タイヤ交換作業経費 ノーマルタイヤからスタッドレスタイヤへの交換（又はその逆）に要する経費
6本×2回）

12 本

3 清掃業務等 清掃業務を行うときは、清掃関係業務実施簿（別紙5-2）を整理すること

(1) 給水タンク内清掃 薬剤で汚れ分解、殺菌処理すること。給水タンクには飲料水を貯水するため、使用薬剤
及び薬剤の残留には特段の注意を払うこと。

35 回

(2) 排水タンク内清掃 薬剤で汚れ分解、殺菌処理すること。 35 回

(3) エアコン清掃 薬剤により汚れを除去すること。なお、薬剤の使用にあたっては、食品を扱う場所であ
るということを前提に、安全な物を使用すること。

1 回

(4)
キッチン周り清掃
（床面・壁面含む）

薬剤で汚れ分解、殺菌処理すること。なお、薬剤の使用にあたっては、食品を扱う場所
であるということを前提に、安全な物を使用すること。

35 回

(5)
スチームコンベクション
オーブン清掃

薬剤で汚れ分解、殺菌処理すること。なお、薬剤の使用にあたっては、食品を扱う場所
であるということを前提に、安全な物を使用すること。

35 回

(6) 照明清掃 薬剤により汚れを除去すること。なお、薬剤の使用にあたっては、食品を扱う場所であ
るということを前提に、安全な物を使用すること。

1 回

(7) 換気扇清掃 薬剤により汚れを除去すること。なお、薬剤の使用にあたっては、食品を扱う場所であ
るということを前提に、安全な物を使用すること。

1 回

(8) 窓・サッシ清掃 薬剤により汚れを除去すること。なお、薬剤の使用にあたっては、食品を扱う場所であ
るということを前提に、安全な物を使用すること。

1 回

(9) 廃油処理 運行業務終了後に出された、廃油(天ぷら油）の処理を行うこと。 1 回

(10) 防虫処理 薬剤により処理すること。なお、薬剤の使用にあたっては、食品を扱う場所であるという
ことを前提に、安全な物を使用すること。

1 回

(11) 清掃補助 運行業務終了後、清掃業務を行う際の車載備品等の積み降ろし作業を行う。 35 回

　

　注意事項、その他
・各搬送業務について、車両保管場所を出発地及び帰着地とする行程表を作成し管理すること。

・本表に掲げる業務回数や数量は、実際の業務委託においては、甲乙協議のうえ、変更することがある。

出動予定数量

　①大阪府への搬送　  １０回
　②愛知県への搬送　　　２回
　③東京都への搬送　　　３回
　④徳島県内への搬送　２０回
　　計　　　　　　　　３５回

上記のうち、運営業者を伴わない
出動予定数量（民間貸出し等）

　①大阪府への搬送　  　０回
　②愛知県への搬送　　　０回
　③東京都への搬送　　　０回
　④徳島県内への搬送　　５回
　　計　　　　　　　　　５回

名　　　　称 数量

4月～翌3月

4月～翌3月

4月～翌3月



別紙２－１

１　目的　（コンセプト）

2　車両の概要

３　車両外観・厨房施設

大型車両　説明資料（名称：「新鮮 なっ！とくしま」号）

   平成16年度導入。11トン型大型トラックを改造し、ステージや音響装置、キッチンなど広
報・宣伝機能を備え、全国各地の量販店やイベント等に出展し、農林水産物をはじめとした
本県の豊かな食「阿波ふうど」のＰＲキャンペーンを実施

ベース車両

　調理の実演、食材のPRや阿波踊りなどに利用可能

　日産ディーゼル11t型ボディ

　全長 約12ｍ、全幅 3.0ｍ（展開時 4.5ｍ）、
　全高 3.7ｍ（展開時 4.2ｍ）、総重量  約16ｔ
　車両内の全電力を賄う発電機及び身体障がい者用リフトを装備

　コールドテーブル、電子レンジ、電磁調理器（２口）×２台、
　冷凍庫、２層シンク、手洗い専用流しなど

　DVD、CD、マイク（有線、無線６台）、スピーカー（４基）、
　ビデオカメラ等

　冷蔵ショーケース（400㍑）、芋焼き機２台

車体サイズ

キッチン機能

ＡＶ設備

展示販売スペース

ステージ機能



別紙２－２

１　目的　（コンセプト）

2　車両の概要

３　車両外観・厨房施設

中型車両　説明資料（名称：でり･ばりキッチン阿波ふうど号）

　平成１６年度に導入したＰＲ車両「新鮮 なっ！とくしま」号を補完するため、調理機能を大
幅に向上させ、環境に配慮し機動力を最大限発揮できる中型の「でり･ばりキッチン 阿波ふ
うど号」を平成２９年度に導入、本県の豊かな食「「阿波ふうど」のＰＲキャンペーンを実施

ベース車両 　三菱キャンターエコハイブリッド３ｔワイドボディ

車体サイズ
　全長 約6.9m（展開時約8.0m）、全幅 約2.2m（展開時約3.6m）、
　全高 約3.3m、総重量 約6.2ｔ、展開時専有面積 約29㎡
　※準中型免許で運転可能

活用方法
　量販店、市場、イベントなどでの県産食材ＰＲ活動
　本格的料理のデモンストレーションや料理教室
　生産現場における収穫、調理、試食の消費者体験型ＰＲ活動　など

デザイン 　「阿波ふうど」ロゴマークを基調とした親しみやすいデザイン

車両装備
　車両側面が大型跳上扉により展開、ＬＥＤ照明により夜間展開対応
　５５インチモニター、有線マイク１系統、4.8kwディーゼル発電機

キッチン機能
　スチームコンベクションオーブン、真空包装機、スープレンジ（１口）、
　ガステーブル（４口）、大型冷凍冷蔵庫、シンク３槽、手洗い１槽
　200リットル給水・排水タンク、（熱源はプロパンガス、電気併用）



（別紙３－１　大型車両備品リスト①）

（１）　大型車両　車内設置備品
　　　（固定されているもの、又は固定はされていないが車内に保管されているもの）

①キッチンスペース

品　　　　名 規　　格 数量

ｷｯﾁﾝｽﾍﾟｰｽ ２槽シンク マルゼン ＢＳＭ２（Ｘ）－１２４Ｌ 1 ２槽シンク

ｷｯﾁﾝｽﾍﾟｰｽ 混合水栓 マルゼン 1 １槽シンク含む

ｷｯﾁﾝｽﾍﾟｰｽ 手洗い専用流し台 マルゼン ＢＳ１（Ｘ）－０４４ 1 消毒設備付

ｷｯﾁﾝｽﾍﾟｰｽ 水栓 マルゼン 1 手洗いシンク含む

ｷｯﾁﾝｽﾍﾟｰｽ 電気給湯器 マルゼン ＥＩ－１０Ｎ４ 1
ｷｯﾁﾝｽﾍﾟｰｽ 電気フライヤー マルゼン ＭＥＦ－１０ 1
ｷｯﾁﾝｽﾍﾟｰｽ コールドテーブル マルゼン ＲＸＣ－４１ＰＥ７ 1
ｷｯﾁﾝｽﾍﾟｰｽ 電気グリラー ヒゴグリラー ３Ｐ－２０６ＫＣ 1
ｷｯﾁﾝｽﾍﾟｰｽ 給水ポンプ 松下 ＰＧ－２０１ＡＤＣＨ 1
ｷｯﾁﾝｽﾍﾟｰｽ 電子レンジ 東芝 ＥＲ－Ｂ７ 1
ｷｯﾁﾝｽﾍﾟｰｽ 電磁調理器 東芝 ＵＨＰ－Ｖ３１Ｓ 1
ｷｯﾁﾝｽﾍﾟｰｽ 冷凍ストッカー サンデン ＳＨ－Ｆ１９０Ｘ 1

②販売・展示スペース

販売・展示 縦型冷蔵ショーケース マルゼン ＴＲＭ－ＳＳ４０ＸＢ 1
販売・展示 レジスター カシオ ＴＥ－１２０ 1
販売・展示 手洗い専用流し マルゼン ＥＪ－５５０－Ａ 1
販売・展示 水栓 マルゼン 1 手洗い専用流しに含む

③画像・音声設備

画像・音声 ４２インチプラズマＴＶ 松下 ＴＨ－４２ＰＨＤ６ 2
画像・音声 壁掛けキット 松下 ＴＹ－ＷＫ４２ＰＶ１ 1
画像・音声 有線マイク 松下 ＷＭ－Ｄ１２０ＳＷ 2 ダイナミック型

画像・音声 ワイヤレスマイク 松下 ＷＸ－４１００Ｂ 3
画像・音声 ヘッドセット付ワイヤレスマイク 松下 ＷＸ－４３６０Ｂ 2
画像・音声 ワイヤレスチューナー 松下 ＷＸ－４０４０Ｂ 1
画像・音声 増設ユニット 松下 ＷＸ－Ｄ４０００Ａ 2
画像・音声 ワイヤレスアンテナ 松下 ＷＸ－４９５０Ａ 4
画像・音声 音声ミキサー 松下 ＷＲ－Ｘ０２ 1
画像・音声 音声アンプ 松下 ＷＰ－Ｃ１０４ 1
画像・音声 スピーカー（壁掛け） 松下 ＷＳ－Ａ２７０ 2
画像・音声 壁掛け金具 松下 ＷＳ－ＱＧ２７０ 2
画像・音声 マッチングトランス 松下 Ｗ２－ＳＴ６０ 2
画像・音声 電源ユニット 松下 ＷＵ－Ｌ６７ 2
画像・音声 マルチシグナルマトリックススイッチャー ＩＭＡＧＥＮＩＣＣＳ 1 ８入力　３出力

⑤発動発電機
発動発電機 発動発電機 ヤンマー ＡＧ４５ＳＳ 1 ３相４５ＫＶＡ　その他一式

⑥照明設備
照明設備 天井及びウイング内側照明 オーデリック ＯＬ　０１１　７３２Ｎ 11 ２０Ｗ

照明設備 流し元照明 オーデリック ＯＬ　０１５　０１２ 1

⑦空調設備
空調設備 空調機器 ダイキン ＳＵＹＰ　１１２Ｐ　 1 10000cal

⑧身体障害者用リフト
リフト 身体障害者用リフト 日本リフト ＮＬＣＨ 1

⑨その他
運転席等 バックアイカメラ 松下 ＴＷ－ＣＣ８１ＢＳ 1 モニターはナビと兼用

運転席等 ナビゲーションシステム 松下 1 ＤＶＤナビ

運転席等 ETC車載器 松下 ＣＹ－ＥＴ９０６Ｄ 1
運転席等 タイヤチェーン 1



（別紙３－１　大型車両備品リスト②）

（２）　大型車両　車外保管備品（車内に積み込む場合あり）

（車外保管備品の占有面積　約８ｍ×１０ｍ）

販売・展示 焼芋機 カナヤ ＡＹ－１５００ 2 プロパン式

販売・展示 焼き芋関係資材 3 発泡スチロール箱

画像・音声 スピーカー（スタンド用） 松下 ＷＳ－Ｂ２００Ｔ 2
画像・音声 スピーカー用スタンド 松下 Ｗ２－ＳＳ２００ 2
画像・音声 マイク用ブームスタンド 松下 ＷＮ－５３６０ 4

すだちくん着ぐるみ １体
レインマット 1本
衣装ケース 30 法被、のぼり、ｽﾀｯﾌｼﾞｬﾝﾊﾞｰ

（法被） 30 概数

（のぼり） 50 概数

（スタッフジャンパー） 20 概数

（ヴォルティスフラッグ） ４枚 Ｍ２枚、Ｌ２枚

のぼりポール 20本
レジ袋(L） 10箱
レジ袋(Ｍ） 10箱
レジ袋(S） 20箱
各種パンフレット 数箱
ミニのぼり 1箱
観光パネル 2箱
農産物パネル １箱
階段 2台
階段手すり 4本
台車 1台
ブルーシート 2枚
給水用ﾎｰｽ 1ヶ
排水用ﾎｰｽ 1ヶ
アウトリガー用ブロック 4枚
脚立 ３台
ミルミキサー １台
ジューサー ６台
野菜展示用かご ３個
実演調理台 ２台
ＩＨヒーター（１小口） １台

展示スペース カタログスタンド 1台 W930×D46×H121

展示スペース ホワイトボード １台

折り畳みワゴン 2台
折りたたみ時
W120×D15×H80

IH電磁調理器（２小口） １台
移動式ゴミ箱 ７個
注水式ポール台 17箱 3ヶ入り箱W35×D35×H60

消耗品予備
（紙コップ、ｷｯﾁﾝﾍﾟｰﾊﾟｰ等）

10箱
紙コップ・ｷｯﾁﾝﾍﾟｰﾊﾟｰ
ﾍﾟｰﾊﾟｰﾀｵﾙ･洗剤等予備

ポリタンク 10箱
長机 4台
イーゼル 2台

災害対策用 炊き出し用品 一式

　②タイヤ保管
タイヤ 10本



（別紙３－２　中型車両備品リスト）

（１）　中型車両　車内設置備品
　　　（固定されているもの、又は固定はされていないが車内に保管されているもの）

①キッチンスペース

品　　　　名 メーカー等 規　　格 数量 備考

冷凍冷蔵庫 ホシザキ HRF-１２０ZFT 1
真空包装機 ホシザキ HPS-300A 1
スチームコンベクションオーブン ホシザキ MIC-5TB-GA（LP） 1
スチコン架台 ホシザキ クックエブリオ専用 1
炊飯台付きワークテーブル ホシザキ 1
手洗い専用流し台 ホシザキ 1
３槽シンク ホシザキ 1
ガステーブル タニコー TSGT-1222 1
スープレンジ タニコー TGL-0610 1
調理台 タニコー TX-WCT-150NB 1
コンロ台 タニコー TX-GT-60NB 1
ガス炊飯器 リンナイ RR-30S1 2
給水ポンプ 川本製作所 1
軟水機 クリタック HK-55RS 1
ガス給湯器 1
給水タンク 200L 1
排水タンク 200L 1
室内カメラ 1
天井換気扇 3
ゴミ箱（蓋付き） 1
消火器 1
ジャッキ 4
コードリール 30m 2
給水用ホース 20m 2
排水用ホース 20m，10m 各１
タラップ 組立用 2
コーンポスト 20
コーンポスト　バー 19
展開扉開閉用スティック 2
側面展開用補助棒 1
長机 2
イーゼル 2

②発動発電機

発動発電機 ヤンマー YGD500VS-6E 1 運転席後方部に設置

③照明設備
天井レール型照明 ＬＥＤ 2
展開扉内側照明 ＬＥＤ 1式

④空調設備
空調機器 1 室外機は車両下方に設置

⑤その他（運転席等など）
バックアイカメラ 1 モニターはナビと兼用

ナビゲーションシステム 1
ETC車載器 1
車両側面設置モニター 55インチ 1
STB（セットトップボックス） 1

（２）　中型車両　車外保管備品

　タイヤ保管
タイヤ（ホイール付き） ６本



 点検順序

良 処　　置 良 処　　置 良 処　　置 良 処　　置 良 処　　置 良 処　　置

管理者印 管理者印 管理者印 管理者印 管理者印 管理者印

走行距離 走行距離 走行距離

点検者印 点検者印 点検者印 点検者印 点検者印 点検者印

点
検
順
序
図
例

整
備
必
要
箇
所
及
び

指
示
・
連
絡
事
項

 ３　タイヤ
 空気圧、亀裂、損傷、異常摩擦、
 溝の深さ

走行距離 走行距離 走行距離

③
　
車
の

外
周
り

 １　灯火装置  汚れ、損傷、点灯状態

 ３　ファンベルト  張り具合、損傷

 ２　方向指示器  作動状態

②
　
エ
ン
ジ
ン

ル
ー

ム

 １　各種の液量
 ブレーキ、ウインド・ウォッシャ、
 バッテリー

 ７　燃料  ガソリン等の量

 ２　冷却装置・エンジン  水漏れ、冷却水の量、オイルの量

 ６　バックミラー  写影

 ５　ワイパー  作動状態、拭き取り状態

 ４　ウインド・ウォッシャ  噴射向き、噴射高さ

 ３　エンジン  始動、回転、異音

 ２　冷却装置・エンジン  引きしろ

①
　
運
転
席

 １　ブレーキペダル  隙間、踏み応え

前日の異常箇所 運行に支障がないか 否 否 否 否

点　検　箇　所 点　検　結　果 点　検　結　果 点　検　結　果 点　検　結　果 点　検　結　果 点　検　結　果

否 否

（別紙４）　　　　　　　　　　　　運行前点検表（点検整備記録簿）  No.             

 自 動 車登録番号 点検年月日 年　　　月　　　日 年　　　月　　　日 年　　　月　　　日 年　　　月　　　日 年　　　月　　　日 年　　　月　　　日



車名及び 無事故 累計
車両番号 累計日数 日 走行距離 km

運転者氏名 行 　程 用 　務 備考
（施設名等） （内容及び所要時間）

（同乗者名） (累計キロ数）

　時　　分から 　良　否 km ℓ

　時　　分まで

　時　　分から 　良　否

　時　　分まで

　時　　分から 　良　否

　時　　分まで

　時　　分から 　良　否

　時　　分まで

　時　　分から 　良　否

　時　　分まで

　時　　分から 　良　否

　時　　分まで

　時　　分から 　良　否

　時　　分まで

　時　　分から 　良　否

　時　　分まで

　時　　分から 　良　否

　時　　分まで

注 1 同乗者がある場合は、「運転者氏名」欄の運転者氏名の下に記入すること。
2 「行程」欄には、用務を行う施設名等を記入すること。
3 「用務」欄には、用務の内容及び所要時間を記入すること。
4 「備考」欄には、帰庁時の累計走行距離並びに日常点検による異常個所及び措置その他伝達事項を記入すること。

１　ブレーキ　　　踏みしろ、効き、液量、レバーの引きしろ ５　灯火装置及び方向指示器 点灯又は点滅の具合、汚れ及び損傷

２　タイヤ　　　　　空気圧、亀裂及び損傷、異常な摩耗、溝の深さ ６　ウインド・ウォッシャ及びワイパー 液量、噴射状態、払拭状態

３　バッテリー　　液量 当該箇所に異常がないこと。

４　原動機　　　　冷却水の量、オイルの量、かかり具合、異音、低速及び加速の状態

日 常 点 検の

箇所及び内容 ７　前回の運行において異常が認められた箇所

年　月　日

年　月　日

年　月　日

年　月　日

年　月　日

年　月　日

年　月　日

年　月　日

年　月　日

（別紙５）　　　　　　　　　　　　　　　県　有　車　両　使　用　簿

決　裁　欄 日常点検
実施結果
及び実施
者の印

安全運転
管理者又
は補助者

使用年月日 使用時間 走行距離 給油量 確認印



（別紙６－１）　大型車両　清掃関係業務実施簿

◎　令和　　年　　月　　日実施車両イベントに係るもの

指示 実施日 指示 実施日

(1) 給排水タンク内清掃
薬剤で汚れ分解、殺菌処理すること。給水タンクには飲料水を貯水するた
め、使用薬剤及び薬剤の残留には特段の注意を払うこと。

(2) エアコン清掃
薬剤により汚れを除去すること。なお、薬剤の使用にあたっては、食品を
扱う場所であるということを前提に、安全な物を使用すること。

(3) キッチン周り清掃
薬剤で汚れ分解、殺菌処理すること。なお、薬剤の使用にあたっては、食
品を扱う場所であるということを前提に、安全な物を使用すること。

(4) 床面清掃
薬剤により汚れを除去すること。なお、薬剤の使用にあたっては、食品を
扱う場所であるということを前提に、安全な物を使用すること。

(5) 照明清掃
薬剤により汚れを除去すること。なお、薬剤の使用にあたっては、食品を
扱う場所であるということを前提に、安全な物を使用すること。

(6) 換気扇清掃
薬剤により汚れを除去すること。なお、薬剤の使用にあたっては、食品を
扱う場所であるということを前提に、安全な物を使用すること。

(7) 壁面等清掃
薬剤により汚れを除去すること。なお、薬剤の使用にあたっては、食品を
扱う場所であるということを前提に、安全な物を使用すること。

(8) 廃油処理 運行業務終了後に出された廃油（天ぷら油）の処理を行うこと。

(9) 防虫処理
薬剤により処理すること。なお、薬剤の使用にあたっては、食品を扱う場
所であるということを前提に、安全な物を使用すること。

実
　
施
　
状
　
況

実施者記載欄（業務内容及び特記事項等）

確
認
状
況

確認者記載欄（特記事項等）

備
　
　
考

確認印業　　務 業　務　内　容
事前 事後



（別紙６－２）　中型車両　清掃関係業務実施簿

◎　令和　　年　　月　　日実施車両イベントに係るもの

指示 実施日 指示 実施日

(1) 給水タンク内清掃
薬剤で汚れ分解、殺菌処理すること。給水タンクには飲料水を貯水するた
め、使用薬剤及び薬剤の残留には特段の注意を払うこと。

(2) 排水タンク内清掃 薬剤で汚れ分解、殺菌処理すること。

(2) エアコン清掃
薬剤により汚れを除去すること。なお、薬剤の使用にあたっては、食品を
扱う場所であるということを前提に、安全な物を使用すること。

(3)
キッチン周り清掃
（床面・壁面含む）

薬剤で汚れ分解、殺菌処理すること。なお、薬剤の使用にあたっては、食
品を扱う場所であるということを前提に、安全な物を使用すること。

(4)
スチームコンベクショ
ンオーブン清掃

薬剤で汚れ分解、殺菌処理すること。なお、薬剤の使用にあたっては、食
品を扱う場所であるということを前提に、安全な物を使用すること。

(5) 照明清掃
薬剤により汚れを除去すること。なお、薬剤の使用にあたっては、食品を
扱う場所であるということを前提に、安全な物を使用すること。

(6) 換気扇清掃
薬剤により汚れを除去すること。なお、薬剤の使用にあたっては、食品を
扱う場所であるということを前提に、安全な物を使用すること。

(7) 窓・サッシ清掃
薬剤により汚れを除去すること。なお、薬剤の使用にあたっては、食品を
扱う場所であるということを前提に、安全な物を使用すること。

(8) 廃油処理 運行業務終了後に出された廃油（天ぷら油）の処理を行うこと。

(9) 防虫処理
薬剤により処理すること。なお、薬剤の使用にあたっては、食品を扱う場
所であるということを前提に、安全な物を使用すること。

実
　
施
　
状
　
況

実施者記載欄（業務内容及び特記事項等）

確
認
状
況

確認者記載欄（特記事項等）

備
　
　
考

確認印業　　務 業　務　内　容
事前 事後



別紙７　《ＰＲ車両　事業実施行程表》

１．日帰りイベントの場合

◎行程例

　午前７時 PR車両保存場所を出発

　午前８時 展開場所到着

　午前１０時 PR車両イベント開始

発電機稼働６時間

　午後３時 PR車両イベント終了

　午後４時 撤収作業終了

　午後５時 PR車両保存場所へ帰還

２．宿泊が必要なイベントの場合

◎行程例

　午前５時 PR車両保存場所を出発

　午前８時 展開場所到着

　午前１０時 PR車両イベント開始

発電機稼働６時間

　午後３時 PR車両イベント終了

　午後４時 撤収作業終了

宿泊

　翌日 PR車両保存場所へ帰還

PR車両
保存場所

目的地

車両設営場所

往路

復路

PR車両
保存場所

目的地

車両設営場所

往路

復路



３．長距離運行が必要なイベントの場合

◎行程例

　午前１０時 PR車両保存場所を出発

　午前１１時 フェリー乗り場着

フェリー乗船 この時間の人件費はみない

　翌午前７時 フェリー降り場着

　　午前８時 展開場所到着

　　午前１０時 PR車両イベント開始

発電機稼働６時間

　　午後３時 PR車両イベント終了

　　午後４時 撤収作業終了

宿泊

　翌々日 PR車両保存場所へ帰還

４．数日にまたがるイベントの場合

◎行程例

　午前７時 PR車両保存場所を出発

　午前９時 展開場所到着

　午前１０時 PR車両イベント開始

発電機稼働６時間

　午後３時 PR車両イベント終了

車両待機(イベント会場内）

宿泊

　午前１０時 PR車両イベント開始

発電機稼働６時間

　午後３時 PR車両イベント終了

　午後４時 撤収作業終了

　午後６時 PR車両保存場所へ帰還

PR車両
保存場所

目的地

車両設営場所

往路

（フェリー）

復路

宿泊
（車両保管）ｖ

PR車両
保存場

所

目的地

車両設営場所

往路

復路

目的地

車両設営場所

宿泊
（車両保管）


